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3 複素数 zに対して

f(z) = ®z+ ¯

とする．ただし，®; ¯は複素数の定数で ® Ë 1とする．

f1(z) = f(z); fn(z) = f(fn¡1(z)) (n = 2; 3; Ý)

と定める．次の問に答えよ．

(1) fn(z)を ®; ¯; z; nを用いて表せ．

(2) ® < 1のとき，すべての複素数 zに対して

lim
n!1

fn(z)¡ ± = 0

が成り立つような複素数の定数 ±を求めよ．

(3) ® = 1とする．複素数の列ffn(z)gに少なくとも 3つの異なる複素数が現れるとき，これらのfn(z) (n =

1; 2; Ý)は複素数平面内のある円 Cz上にある．円 Czの中心と半径を求めよ．


